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１ シティプロモーションの現状と実効性について 

（２５分） 
 

人口減少社会を迎える中、「選ばれるまち」となり定住人口を獲

得するために、本市の魅力や強みを的確に発信するシティプロモ

ーションの果たす役割は、ますます大きくなっていると認識して

います。しかし、限りある財源で、多くの自治体がそれぞれの特

色を打ち出す中から、本市を見いだし選んでいただくためには、

単なる情報発信にとどまらず、確実に成果へと結びつける戦略的

なプロモーションが求められています。本市の取組の現状と今後

の実効性ある戦略について伺います。 

 

（１）本市のシティプロモーションにおける基本的な考え方につ

いて。 

（２）シティプロモーションに関する現在の予算規模と主な事業

内訳は。 

（３）これまでの取組に対する具体的な成果は。 

（４）現状認識している課題と今後の展開について。 

 

 

２ 市長の掲げる「公教育だけでこどもを伸ばしきる教

育」の実現に向けた環境の充実について （２５分） 
 

市長が掲げられている「公教育だけでこどもを伸ばしきる教育」

という高いビジョンは、本市の子育て世代やこどもたちにとって

大きな希望であると期待しています。一方で、市民からは「大変

素晴らしい言葉だが、その具体的なビジョンや、本市の教育が実

際どう変わるのかを知りたい。」という率直な声も寄せられていま

す。 

教育環境のより一層の充実のために行うべき取組は様々あると

認識していますが、とりわけ、「一人ひとりの理解度に合わせた学

習機会の提供」、「誰一人取り残さないきめ細やかな支援体制」、そ

して、それらを最前線で実行する「学校現場の裁量と土台作り」

が必要不可欠と考えます。本市の教育環境のさらなる充実を願い、

以下について伺います。 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育委員会教育長 
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（１）市長の掲げる「公教育だけでこどもを伸ばしきる教育」に 

込められた真意と、本市が目指す教育の姿について。 

（２）多様な学習ニーズに応え、確かな学力を保障するための 

「個別最適化された学び（アダプティブラーニング）」の現 

場における実態について。 

（３）誰一人取り残さない教育環境に向けた、発達障害等の児

童・生徒への具体的な支援体制は。 

（４）質の高い教育活動を展開するための土台となる、現在の学 

校予算の算定基準と配分状況について。 

 

 

３ 市道７５８号線（共栄一本松線）の植樹帯の現状と

歩行環境の改善について        （１０分） 
  

市道７５８号線（共栄一本松線）は、本市の重要なメイン道路の

一つであり、その景観や歩行環境は市の顔としても重要です。し

かし現在、当該路線の「下新田から大字脚折に至るまでの区間」

の歩道上には「木が植えられていない空の植樹帯」が多数存在し

ています。市は定期的に雑草の除去を行っているものの、時期に

よっては雑草が繁茂し、良好な環境が保たれているとは言い難い

状況が見受けられます。 

本来あるべき歩行空間の確保の観点から、現状の認識と今後の

対応について伺います。 

 

（１）当該区間に「植樹帯」が設置された経緯と、木が植えられ 

なかった理由について 

（２）長年、木が植えられないまま空の植樹帯だけが残っている 

現状は、市のメイン道路の一つとしていかがなものかと思わ

れますが、市の見解は。 
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